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事例３：知識・技量・経験不足に関するもの 

発生日時 2020 年（令和 2 年）8 月 1 日（土）9 時 33 分ごろ 
型  式 ニューウイングス式 MAX-R447･MAW 型（体重移動操縦型超軽量動力機） 
事故概要 操縦訓練のため、操縦者 1 名のみが搭乗して場外離着陸場でジャンプ飛行*を行っ

た際、意図せず上昇して、その直後に機首から墜落した。 
     同機は大破し、操縦者は重傷を負った。 
*ジャンプ飛行とは、滑走路内で行う空中にわずかに浮き上がる程度（高度 3m）までの飛行のことをいう。 

事故時の飛行状況        操縦者の訓練・操作状況      操縦指導者の指導・判断 

無線でスロットルを開くよう指示 

（操縦者の応答なし） 

【要因：知識・技量・経験不足】 
操縦操作が適切に行われなかったのは、 
・ジャンプ飛行に先立つ地上での操作訓練及び操縦指導

者が同乗した飛行訓練が十分に行われず 
・操縦者が操縦の基本操作を習得できていなかった 
ことによるものと考えられる。 

【原因：不適切な操縦】 
ジャンプ飛行の訓練中、操縦バー及びスロットル

の操作が適切に行われなかったことにより、浮揚

後に操縦者の意図しない高さにまで上昇するとと

もに、その後も上昇が継続して速度が低下したた

め機首から墜落したものと考えられる。  

詳細な調査結果は事故調査報告書をご覧ください。(2021年 6月 24日公表)  

https://www.mlit.go.jp/jtsb/aircraft/rep-acci/AA2021-4-1-JR7151.pdf 

 

図１ 操縦系統の概要 

①により操縦操作 

（スロットルを開き過ぎ） 

操縦バーを押したまま戻せず 
（動揺・操縦基本操作未習得） 

単独搭乗のジャンプ飛行経験なし 
空中操作の同乗訓練を受講 

操作が複雑になるのを避けるため 

・操縦バーは限界まで押す 

・スロットルの開きは半分程度に

抑える 

・スロットル操作に集中 

しようと思った（①） 

単独飛行時の操縦操作手順を指導 
・操縦バーを押して滑走 
・浮上したらスロットルを戻す 
・同時に操縦バーを引いて着地 

①により操縦操作 

地上滑走又はわずかに浮揚す

る程度のジャンプ飛行訓練を

想定 

1 回目のジャンプ飛行 

2 回目のジャンプ飛行 

浮揚 

意図しない高さまで浮揚 

機首から墜落 

上昇継続・失速 

早く浮揚速度に到達した 

ため、タイミング遅れ 

スロットルを閉じる 

予定していた単独飛行直前の指導

者同乗によるジャンプ飛行体験を

行わず 


